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第25号  Ｈ24.4.13

議会だより

当初予算の概要

　

平
２４
年
度
当
初
予
算
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
改

修
事
業
や
小
町
房
住
線
改
良
工
事
な
ど
の
大
型
公

共
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
、
公
債
費
の
減
額
な
ど

に
よ
り
、
合
併
後
最
大
規
模
と
な
っ
た
前
年
度
当

初
予
算
よ
り
４．３
％
・
４
億
１
千
４００
万
円
の
減
と

な
っ
た
。

　

前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は
町
税

部
門
で
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
る
減
少

幅
が
大
き
い
も
の
の
、
た
ば
こ
税
の
増
収
に
よ

り
全
体
で
対
前
年
比
０．５
％
・
６００
万
円
の
微
減
と

な
っ
て
い
る
。
最
大
の
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
３．６
％
・

１
億
７
千
５００
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
社
会
保
障
経
費
の
増
加
に
伴
い
、

医
療
費
関
係
会
計
へ
の
支
出
が
伸
び
、
繰
出
金
全

体
で
５．３
％
・
６
千
９００
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

減
額
分
で
は
、
大
型
公
共
事
業
の
終
了
や
行
政
改

平
成
２４
年
度
当
初
予
算
の
概
要
と
内
容

を
お
伝
え
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
後
期
初
年
度

④
公
共
施
設
の
改
修
整
備

◆
清
華
苑
一
般
停
電
用
予
備
発
電
機
設
置

 
 

８６５
万
円 

◆
ゆ
う
ぱ
る
施
設
改
修

２２３
万
８
千
円

◆
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
（
保
健
室
に
設
置
９
校
） 

 
 

２９１
万
７
千
円

◆
浜
口
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
（
１
階
に
車
イ
ス
対

応
ト
イ
レ
） 

３８３
万
円

◆
八
竜
中
学
校
暖
房
設
備
改
修 

２３７
万
５
千
円

◆
八
竜
野
球
場
改
修
（
内
野
改
修
）
４２５
万
３
千
円

◆
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修
（
屋
根
）

 
 

９９
万
８
千
円

◆
山
本
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
改
修（
屋
根
塗
装
）

 
 

４０８
万
７
千
円

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
外
構
改
修
（
舗
装
補
修
）

 
 

３７９
万
８
千
円

◆
役
場
本
庁
舎
耐
震
診
断
業
務 

２０７
万
８
千
円

◆
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
改
修
（
ロ
ー
タ
リ
ー
撤
去
） 

 
 

３５０
万
円

◆
役
場
本
庁
舎
屋
根
防
水
等
改
修
（
議
場
屋
根
、

変
電
設
備
設
置
） 

４３９
万
５
千
円

◆
旧
八
竜
給
食
セ
ン
タ
ー
車
庫
補
修
（
霊
柩
車
等

格
納
倉
庫
） 

１３６
万
５
千
円

◆
老
朽
化
施
設
解
体
（
旧
鯉
川
小
プ
ー
ル
解
体
、

整
地
） 

１
千
２０４
万
１
千
円

◆
橋
本
五
郎
文
庫
エ
ア
コ
ン
設
置

６２
万
７
千
円

　
⑤
地
域
資
源
活
用
産
業
振
興
へ
の
取
り
組
み

◆
農
業
夢
プ
ラ
ン
（
農
業
法
人
等
へ
農
業
機
械
・

施
設
整
備
助
成
） 

１
千
１０６
万
８
千
円

◆
え
だ
ま
め
日
本
一
産
地
条
件
整
備
（
機
械
・
設

①
生
活
環
境
施
設
の
整
備

◆
町
道
整
備
（
自
治
会
要
望
） 

１
億
円

◆
海
抜
表
示
板
設
置
（
津
波
被
害
防
止
対
策
）

 
 

３００
万
円

◆
防
犯
対
策
（
街
灯
維
持
管
理
等
）

 
 

２
千
９３５
万
１
千
円

◆
東
部
難
視
解
消
施
設
延
伸
（
小
新
沢
集
落
へ
）

 
 

１
千
５０１
万
２
千
円

②
少
子
化
対
策
の
推
進

◆
特
定
不
妊
治
療
（
治
療
費
助
成
） 

２１０
万
円

◆
福
祉
医
療
給
付
（
中
学
生
ま
で
拡
充
）

 
 

１
億
９
千
６００
万
２
千
円

◆
誕
生
祝
金
（
第
２
子
以
降
誕
生
祝
金
） 

 
 

９５０
万
円

◆
子
ど
も
手
当
（
１５
歳
到
達
の
３
月
ま
で
）

 
 

２
億
８０２
万
円

◆
子
ど
も
読
書
推
進
（
児
童
書
等
の
充
実
）

 
 

２１
万
円

◆
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
（
水
泳
教
室
等
）

 
 

２４
万
８
千
円←

←

革
大
綱
の
実
施
に
よ
り
、
経
常
経
費
が
段
階
的
に

縮
小
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２４
年
度
か
ら
は
「
三
種
町
総
合
計
画
」

の
６
年
目
と
な
り
、
後
期
計
画
の
初
年
度
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
次
に
示
す
５
分
野
を
重
点
政
策
事

業
と
し
て
位
置
付
け
し
て
い
る
。

重
点
政
策
事
業

157億円の予算額157億円の予算額157億円の予算額157億円の予算額
総　額

　   町道整備に１億円など～
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当初予算の概要

三種町２４年度一般会計当初予算案

地方
交付税
54.9
（50.7）

町税14.4（13.9）

繰入金
2.3（1.1）
諸収入
3.9（3.6）
その他
2.6（2.8）
地方譲与
税など
3.2（3.2）

国県支出金
11.8（15.2）

町債
6.9（9.8）

依存
財源
76.8
（78.9）

自主財源
23.1
（21.0）

依存
財源
76.8
（78.9）

自主財源

歳 入
23.1
（21.0）

92億
16万円

人件費
19.0（19.0）

繰出金
14.8（13.5）

普通建設
事業など
4.7（7.5）

投資的経費
4.8（7.5）

扶助費
11.6（11.0）

公債費
16.1（16.2）

その他
6.3（5.8）

物件費
13.9（14.3）

補助費等
13.5（12.7）

その他
の経費
48.5
（46.3）

その他
の経費
48.5
（46.3）

義務的
経費

46.7
（46.2）

義務的
経費

46.7
（46.2）

歳 出
92億
16万円

◆特別会計

◆水道事業会計

区　　　　分 金　　額

国民健康保険事業勘定特別会計 ２６億１，７３１万　　円

後期高齢者医療特別会計 １億７，６７９万２千円

簡易水道事業特別会計 ２億７，０５９万　　円

公共下水道事業特別会計 ５億７，０１６万５千円

農業集落排水事業特別会計 ４億　４９０万７千円

介護保険事業勘定特別会計 ２４億２，６６７万５千円

介護サービス事業勘定特別会計 ３，５６８万７千円

衛生処理事業特別会計 ２，９５０万１千円

温泉事業特別会計 ２，３３３万８千円

国民健康保険診療施設勘定特別会計 １千円

特別会計合計額 ６５億５，４９６万６千円

区　　　　分 金　　額

収益的収入 １億４，１０９万９千円

収益的支出 １億３，９６３万１千円

資本的収入 ４，５６２万３千円

資本的支出 ７，７３４万５千円

備
導
入
助
成
） 

２９６
万
１
千
円

◆
園
芸
施
設
共
済
加
入
促
進
（
園
芸
施
設
共
済
加

入
者
へ
の
助
成
） 

１７０
万
円

◆
じ
ゅ
ん
さ
い
日
本
一
生
産
数
量
助
成
（
出
荷
量

に
対
す
る
単
価
助
成
５０
円
／
㎏
） 

１
千
５００
万
円

◆
実
証
ほ
場
設
置
補
助
（
水
稲
直
播
、
ｅ
ｃ
ｏ
ラ

イ
ス
栽
培
実
証
に
対
す
る
助
成
） 

１８０
万
円

◆
水
田
利
活
用
緊
急
対
策
支
援
（
転
作
大
豆
、
町

振
興
作
物
に
対
す
る
助
成
） 

２
千
万
円

◆
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
取
得
助
成
（
取
得
費
用

へ
の
助
成
） 

１００
万
円

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
助
成

５５０
万
円

◆
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
助
成
（
や
ま
も
と
百
姓

大
学
、
Ｇ
Ｔ
推
進
協
議
会
） 

２０
万
円

◆
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化
協
議
会
補
助

 
 

１５３
万
円

◆
地
域
資
源
活
用
特
産
品
開
発
（
ご
当
地
グ
ル
メ

開
発
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
） 

５２２
万
円

③
雇
用
対
策
事
業
の
継
続

◆
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
（
雇
用
創
出
５４

人
） 

６
千
５９３
万
４
千
円

◆
地
域
雇
用
創
出
推
進（
町
内
事
業
所
等
へ
支
援
）

 
 

３
千
万
円

◆
若
者
就
労
支
援
（
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
経
験

者
の
就
労
支
援
） 

５９１
万
円

◆
商
工
振
興
融
資
預
託
（
中
小
企
業
振
興
資
金
）

 
 

１
億
７
千
万
円

◆
商
工
振
興
資
金
利
子
補
給
等
（
利
子
補
給
等
）

 
 

１
千
９４８
万
１
千
円

◆
地
震
復
旧
支
援
資
金
利
子
補
給
（
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
復
旧
）　

 

１
千
２３０
万
円

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成 

１
千
５００
万
円

◆
特
別
支
援
教
育
支
援
員
設
置
（
１２
人
）

 
 

１
千
４４０
万
円

◆
財
政
調
整
基
金
積
立
金
（
雇
用
対
策
）

 
 

１
億
２
千
４００
万
円

←

←

92億円92億円92億円92億円
一般会計

～中学生まで医療費無料化、　 　

※単位は％、カッコ内は前年度当初予算の構成比。端数処理の
ため、構成比の合計が１００にならない部分がある。
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当初予算審議

当
初
予
算
審
議

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
誘
致
推
進
事

業
の
２３
年
度
の
実
績
は
。

２３
年
度
１
月
末
ま
で
の
実
績
で
１２０

チ
ー
ム
、
３
千
５６２
人
が
宿
泊
し
て
い

る
。国

民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

医
療
費
の
無
料
化
を
小
学
生
・
中
学

生
ま
で
拡
大
し
た
が
、
対
象
人
数
は

ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
医
療
費
を
無
料

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
保
財
政
は
ど

の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
と
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

現
在
実
施
し
て
い
る
乳
幼
児
医
療
分

と
し
て
６５４
人
。
８
月
か
ら
実
施
予
定

の
小
中
学
生
が
１
千
１５０
人
。

　

小
中
学
生
に
拡
充
し
た
分
に
つ
い
て

は
、
お
お
よ
そ
１００
万
円
ほ
ど
が
新
た
に
現

在
の
福
祉
医
療
費
２
千
１００
万
円
に
追
加
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
医
療
費

の
多
寡
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
。

う
と
考
え
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
中
学
校
保
健
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
（
９
校
分
）
は
、
今
後
全
教
室
へ

波
及
し
て
い
く
の
か
。

近
年
、
熱
中
症
な
ど
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
貌
し
て
お
り
、今
回
、

各
校
の
保
健
室
へ
設
置
す
る
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
学
校
か
ら
使
用
頻
度
等
を

調
査
し
、
全
教
室
に
設
置
す
る
か
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
予
算

放
射
線
測
定
器
の
購
入
は
ど
の
よ
う

な
機
器
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
貸

し
出
し
は
で
き
る
の
か
。

空
間
線
量
器
で
、
県
の
環
境
セ
ン

タ
ー
で
設
置
し
て
い
る
も
の
と
同
等

な
も
の
で
あ
る
。貸
し
出
し
は
無
理
だ
が
、

地
域
・
団
体
・
個
人
等
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
町
か
ら
出
向
い
て
測
定
し
た
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

南
部
清
掃
工
場
の
延
命
化
工
事
の
町

の
負
担
額
は
。
ま
た
、
周
辺
住
民
へ

説
明
会
を
開
催
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

延
命
化
工
事
に
係
る
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
２４
年
度
２
千
７９９
万
６
千
円
、

２５
年
度
、
２６
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
７
千
万
円

ほ
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
延
命
化
工
事
は
部
品
等
の
更

新
、
改
良
で
あ
っ
て
、
規
模
拡
大
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
環
境
汚
染
上
の
問
題
を
少

な
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
説
明
会
は
広
域

事
務
組
合
で
要
望
が
あ
れ
ば
開
催
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

観
光
費
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
は
ど
の
よ
う
な

事
業
展
開
を
し
て
い
く
の
か
。

Ｊ
Ｒ
が
主
体
と
な
っ
て
今
年
の
プ
レ

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
か
ら
３
カ
年
で
行
う
日
本
最
大
規
模
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
町
で
は
、

観
光
誘
致
宣
伝
活
動
の
実
施
、
魅
力
あ
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光
ガ
イ
ド
の
充
実

な
ど
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

じ
ゅ
ん
さ
い
活
用
着
地
型
観
光
メ

ニ
ュ
ー
開
発
事
業
の
内
容
と
委
託
先

は
ど
こ
か
。

「
じ
ゅ
ん
さ
い
の
館
」
内
に
じ
ゅ
ん

さ
い
の
体
験
ツ
ア
ー
や
取
材
受
付
、

情
報
発
信
な
ど
、
じ
ゅ
ん
さ
い
に
関
係
し

た
受
付
窓
口
を
６
カ
月
間
設
置
し
、
受
付

窓
口
の
一
本
化
を
図
る
事
業
で
あ
る
。
委

託
先
は
商
工
会
の
予
定
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
端
末
は
何
台
購

入
し
、
配
置
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

１０
台
購
入
す
る
。
三
種
町
内
一
本
で

運
用
し
て
お
り
、
申
込
み
の
早
い
順

番
で
配
置
す
る
。
現
在
は
１０
台
と
い
う
数

の
申
込
み
は
な
い
の
で
、
１０
台
で
間
に
合

問問

問問

問

問

問問

答答

答

答答

答答

答
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議案・補正予算等審議

議
案
・
補
正
予
算
等
審
議

三
種
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

今
回
は
大
幅
な
改
正
だ
が
、
①
中
期

の
見
込
み
額
の
把
握
、
②
所
得
段
階

の
調
整
、
③
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

の
３
点
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
②
と
③
に

つ
い
て
は
、
首
長
が
判
断
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

所
得
段
階
の
調
整
で
は
、
１９０
万
円
が
三

種
町
の
最
大
の
区
切
り
で
あ
る
が
、
全
国

の
町
村
で
は
７００
万
円
ま
で
の
区
切
り
を
設

け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て

は
、
国
は
指
導
は
し
て
い
る
が
、
一
般
会

計
か
ら
出
し
て
は
だ
め
だ
と
い
う
縛
り
は

な
い
。所

得
段
階
区
分
を
増
や
す
こ
と
は
、

必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
試
算
も
し
て
み
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
ル
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
今
回
は
実

施
し
な
い
。

　

全
国
的
に
は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

て
い
る
事
例
も
あ
る
の
で
、
次
の
第
６
期

計
画
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

問答

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

平 成 24 年 度 予 算

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
り
入
れ

19
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
り
入
れ

19
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
り
入
れ

19
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
り

入
れ

19
0
可決

一
般
会
計
予
算

16
2
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

16
3
可決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算

17
2
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
19
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算

19
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算

19
0
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算

16
3
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

19
0
可決

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算
19
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

19
0
可決

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定

特
別
会
計
予
算

19
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算

19
0
可決

専決処分

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算

19
0
承認

平成24年 ３月定例会補正予算の内容平成24年 ３月定例会補正予算の内容平成24年 ３月定例会補正予算の内容 ３月６日～９日

区　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額
●一般会計 107億1,362万2千円 1億5,556万2千円 108億6,918万4千円
【主な歳出】
・町村土地開発公社償還金 1億1,340万  　円 （一般財源）
・小町房住線道路改良事業 △  6,140万4千円 （国庫、一般財源）
・農業体質基盤強化整備事業 2億2,415万  　円 （国庫）
・山本中学校耐震改修事業 4,179万5千円 （地方債、国庫、一般財源）

●水道事業会計 

●特別会計 

区　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額
収益的収入 1億4,661万　  円 △　312万2千円 1億4,348万8千円
収益的支出 1億5,166万7千円 312万　  円 1億5,197万9千円
資本的収入 1,053万2千円 1億　340万　  円 1億1,393万2千円
資本的支出 7,287万5千円 9,178万8千円 1億6,466万3千円

区　　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額
国民健康保険事業勘定特別会計 26億2,757万9千円 1,637万3千円 26億4,395万2千円
後期高齢者医療特別会計 1億5,993万3千円 115万　  円 1億6,108万3千円
簡易水道事業特別会計 2億5,326万2千円 3,886万7千円 2億9,212万9千円
公共下水道事業特別会計 5億6,989万5千円 △　 20万　  円 5億6,969万5千円
農業集落排水事業特別会計 2億　711万8千円 △　363万8千円 2億　348万 　円
介護保険事業勘定特別会計 22億7,539万9千円 3,666万9千円 23億1,206万8千円
介護サービス事業勘定特別会計 3,086万8千円 △　114万1千円 2,972万7千円

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
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審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧
採決
状況

結果

区分

議　
　

案　
　

名

賛成
反対

平 成 23 年 度 予 算

一
般
会
計
予
算
の
補
正

18
0
可決

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

18
0
可決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
の
補
正

18
0
可決

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

18
0
可決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

18
0
可決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

18
0
可決

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

予
算
の
補
正

18
0
可決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算

18
0
可決

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

18
0
可決

温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補

正

18
0
可決

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

18
0
可決

条 例 制 定 ・ 改 正

三
種
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定

19
0
可決

三
種
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正

19
0
可決

三
種
町
町
税
条
例
の
一
部
改
正
17
2
可決

三
種
町
使
用
料
及
び
利
用
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

19
0
可決

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

19
0
可決

三
種
町
児
童
の
保
育
園
に
お
け

る
保
育
の
奨
励
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

19
0
可決

三
種
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

16
3
可決

三
種
町
簡
易
水
道
給
水
条
例
等

の
一
部
改
正

19
0
可決

三
種
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

19
0
可決

設
、
じ
ゅ
ん
さ
い
の
喫
茶
店
を
兼
ね
た
複

合
型
の
拠
点
施
設
を
建
設
し
て
、
観
光
情

報
配
信
を
行
っ
て
い
く
事
業
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ

い
て
、
建
設
場
所
は
支
所
地
内
が
適

当
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
形
で
ど
う
し
て
決
め
た
の
か
分
か

ら
な
い
。

　

あ
る
会
合
で
は
、「
Ｊ
Ｒ
の
土
地
を
購

入
し
、
駐
車
場
の
課
題
を
解
消
す
る
」
と

明
言
し
て
い
る
。「
公
民
館
地
内
は
黙
っ

て
い
て
も
発
展
し
て
い
く
」。
ま
た
あ
る

会
合
で
は
、「
土
地
は
高
け
れ
ば
買
わ
な

く
て
も
い
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。
考
え

方
に
一
貫
性
が
な
い
。

当
初
、
今
の
車
社
会
の
流
れ
か
ら

い
っ
て
公
民
館
の
跡
地
だ
ろ
う
と
、

極
め
て
自
然
に
考
え
て
い
た
が
、
現
地
を

自
分
の
足
で
歩
い
た
り
し
て
み
る
と
、
商

店
街
が
非
常
に
し
っ
か
り
と
形
成
さ
れ
て

い
る
町
だ
と
印
象
を
持
っ
た
。

　

三
種
町
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ

と
は
一
朝
一
夕
に
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
思

う
が
、
各
旧
町
単
位
の
ま
ち
を
考
え
た
場

合
に
、
や
は
り
琴
丘
地
域
の
場
合
は
駅
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
脈
々
と
生
き

て
い
る
な
と
い
う
感
じ
を
持
っ
た
。

　

仮
に
現
在
の
公
民
館
の
と
こ
ろ
に
移
転

し
た
場
合
、
付
近
に
は
ス
ー
パ
ー
、
保
育

三
種
町
簡
易
水
道
給
水
条
例
等

の
一
部
改
正

私
法
上
の
債
権
が
最
高
裁
で
認
め
ら

れ
た
結
果
に
よ
る
条
例
改
正
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
払
わ
な
い
人
に
は
給
水
の

停
止
と
い
う
方
法
も
強
行
策
と
し
て
残
る

わ
け
だ
が
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
き
ち
ん

と
し
た
対
応
を
す
る
の
か
。

水
道
料
金
は
民
法
第
１７３
条
の
第
１
号

に
規
定
さ
れ
た
考
え
方
に
な
り
、
基

本
的
に
は
物
の
売
り
買
い
と
な
る
の
で
、

料
金
を
払
わ
な
い
方
に
は
売
ら
な
い
と
い

う
考
え
方
に
な
る
。

　

現
時
点
で
は
、
３
カ
月
未
納
の
方
に
対

し
て
は
催
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
給
水
停

止
な
ど
の
措
置
を
行
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
も
、
滞
納
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、

断
固
た
る
措
置
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
い
う
意
思
は
な
い
。

三
種
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更

観
光
案
内
所
建
設
事
業
２
千
万
円
の

内
容
は
。

じ
ゅ
ん
さ
い
の
館
の
敷
地
内
に
観
光

案
内
所
と
加
工
も
で
き
る
体
験
施

園
、
病
院
が
あ
り
、
決
し
て
悪
い
場
所
で

は
な
い
と
思
う
が
、
町
の
交
流
人
口
を
初

め
と
し
て
地
域
の
人
の
流
れ
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響

が
あ
の
一
帯
に
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。

　

公
民
館
の
あ
る
場
所
は
、
い
ず
れ
別
の

形
で
何
ら
か
の
活
用
の
仕
方
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

駅
前
周
辺
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
社
会

に
備
え
て
一
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
と
ま

り
で
高
齢
者
の
方
、
そ
し
て
ま
た
高
齢
者

の
み
な
ら
ず
若
い
人
た
ち
の
通
勤
等
、
能

代
と
秋
田
の
中
間
と
い
う
こ
と
で
ア
パ
ー

ト
な
ど
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
う
い
う
意
味

で
住
ま
わ
れ
る
方
が
多
い
と
聞
い
て
お

り
、
若
い
人
た
ち
を
引
き
と
め
る
た
め
に

も
、
高
齢
者
と
若
い
人
た
ち
が
共
存
で
き現在の琴丘総合支所

問

問

問 答

答

答
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指　定　管　理　者　の　指　定

三
種
町
山
本
農
林
産
物
展
示
販

売
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
18
0
可決

三
種
町
山
本
観
光
物
産
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

三
種
町
山
本
健
康
保
養
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

三
種
町
琴
丘
体
験
学
習
物
産
館

の
指
定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

三
種
町
琴
丘
農
林
水
産
物
直
売

供
給
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定

18
0
可決

三
種
町
琴
丘
共
同
福
祉
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

三
種
町
山
村
林
業
構
造
改
善
事
業

生
活
環
境
施
設（
ぼ
う
じ
ゅ
館
）及

び
三
種
町
サ
ン
サ
ン
パ
ー
ク
コ
テ

ー
ジ
の
指
定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

三
種
町
山
村
林
業
構
造
改
善
事
業

生
活
環
境
施
設（
は
ね
が
わ
湖
水

館
）及
び
三
種
町
羽
根
川
キ
ャ
ン

プ
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

三
種
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

三
種
町
山
本
在
宅
介
護
研
修
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

三
種
町
農
村
歌
舞
伎
会
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

三
種
町
飯
塚
多
目
的
研
修
集
会

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

18
0
可決

推薦

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
19
0
決定

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
19
0
決定

そ の 他

三
種
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更

16
2
可決

字
の
区
域
の
変
更
（
下
岩
川
地

区
）

18
0
可決

字
の
区
域
の
変
更
（
地
先
干
拓

地
区
）

18
0
可決

町
道
路
線
の
変
更

18
0
可決

町
道
路
線
の
認
定

18
0
可決

※
３
月
８
日
の
審
議
時
は
１
人
欠
席
の
た
め
、
平
成
23

年
度
補
正
予
算
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
等
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
の
採
決

人
数
は
18
人
と
な
っ
て
い
る
。

※
３
月
９
日
の
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
の
審
議
時

は
１
人
退
席
の
た
め
、
採
決
人
数
は
18
人
と
な
っ
て

い
る
。

議 案 採 決 結 果
○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

結　
　

果
　　　　　　　　　議　員　名

議　案　名　　　　　　　　　　

鈴
木　

一
幸

加
藤
彦
次
郎

清
水　

欣
也

安
藤　

賢
藏

工
藤　

秀
明

堺
谷　

房
子

平
賀　
　

真

伊
藤　

千
作

近
藤　

一
彦

金
子　

芳
継

袴
田　
　

隆

三
浦　
　

敦

大
澤　

和
雄

宮
田　

幹
保

児
玉　

重
吉

斎
藤　

清
作

伊
藤　

広
子

後
藤
栄
美
子

小
澤　

高
道

平成24年度当初予算

一般会計 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険事業勘定特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

介護保険事業勘定特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

条例改正

三種町町税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

三種町介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

その他議案

三種町過疎地域自立促進計画の変更 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※採決の際に賛否が分かれた議案を掲載しています。
※議長は採決に加わりません。

る
よ
う
な
空
間
と
い
う
形
で
何
と
か
魅
力

の
あ
る
駅
前
づ
く
り
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ゆ
め
ろ
ん
大
規
模
改
修
事
業
に
６
億

円
を
予
定
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て

経
済
効
果
は
あ
る
の
か
。

風
呂
の
下
に
あ
た
る
ス
テ
ー
ジ
横
の

控
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
厨
房
に
水
漏

れ
が
発
生
し
て
お
り
、
緊
急
性
が
あ
る
と

判
断
し
て
計
画
に
載
せ
た
。

　

工
事
費
に
つ
い
て
は
ま
だ
調
査
し
て
い

な
い
が
、
風
呂
を
１
階
に
下
ろ
す
改
修
工

事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
、
類

似
施
設
で
同
じ
よ
う
な
改
修
工
事
を
し
た

と
こ
ろ
を
参
考
に
し
た
。

　

ゆ
め
ろ
ん
は
町
民
の
福
利
厚
生
と
健
康

増
進
の
施
設
と
の
位
置
付
け
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
改
修
工
事
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

制
度
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
手
当
か
ら
給
食
費
の
未
納
等
に

も
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。給
食
費
に
充
て
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。

未
納
の
方
に
は
通
知
を
し
、
訪
問
の

う
え
、
納
付
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問問 答答
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一
般
質
問

議会だより

一般質問

町
は
、
琴
丘
総
合
支
所
と

琴
丘
公
民
館
を
改
築
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
琴
丘
総
合
支

所
は
、
合
併
協
議
会
が
合
併
の
時

に
打
ち
出
し
た
方
針
ど
お
り
に
一

定
期
間
を
置
い
て
廃
止
し
、
本
所

に
統
合
す
べ
き
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
地
域
は
、
人
口
減
少

率
が
全
国
や
県
の
平
均
に
比
べ
て

非
常
に
高
く
、
そ
の
流
れ
が
将
来

に
亘
っ
て
続
く
こ
と
が
確
実
視
さ

れ
て
い
る
な
か
で
、
な
ぜ
今
、
琴

丘
支
所
の
建
て
替
え
な
の
か
。

　

本
所
に
統
合
す
る
ま
で
現
庁
舎

を
改
修
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
、

ま
た
、
そ
れ
が
望
め
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
他
の
現
有
施
設
を
活
用
す

る
な
ど
の
代
替
の
道
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
支
所
の
改
築
問
題

は
、
町
民
に
多
額
の
財
政
負
担
を

強
い
る
こ
と
に
な
る
事
業
で
あ
る

ほ
か
、
私
た
ち
の
町
の
行
政
組
織

体
制
の
あ
り
方
に
直
結
す
る
全
体

的
な
課
題
で
あ
っ
て
、
琴
丘
地
域

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

　

従
っ
て
、
今
回
の
計
画
を
推
し

平
成
１２
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
本
計
画
は
、
今
年
度

に
見
直
し
さ
れ
第
５
期
目
を
迎
え

た
。
計
画
内
容
は
三
つ
の
施
策
で

構
成
さ
れ
、
各
事
業
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。「
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
の

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業
の

状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

今
年
度
新
規
の
事
業
で
あ

り
３５４
世
帯
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。
大
雪
の
た
め
、
当
初
の

予
想
を
上
回
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
人
手
が
足
り
ず
、
希

望
世
帯
へ
支
援
が
行
き
届
か
ず
、

近
隣
間
で
助
け
合
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
今
後
は
、
よ
り
良
い
事
業
に

す
る
た
め
再
検
討
し
た
い
。

３５４
世
帯
の
う
ち
、
２９７

世
帯
で
実
際
に
除
雪

し
た
。
利
用
者
か
ら
の
要
望
は
、

排
雪
や
屋
根
の
雪
降
ろ
し
等
が

あ
っ
た
。
今
年
度
は
説
明
不
足
も

あ
っ
た
の
で
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

除
雪
作
業
は
地
域
の
民
生
委
員
の

意
見
を
重
要
視
し
て
い
き
た
い
。

清
水

後
藤

福
祉
課
長

琴丘総合支所の建て替えには反対

第５期高齢者福祉計画に思う

清水　欣也
議員

後藤栄美子
議員

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
、

本
所
方
式
や
総
合
支
所
方
式
を
ど

う
す
る
か
に
つ
い
て
、
改
め
て
全

町
的
合
意
を
得
る
こ
と
が
先
で
あ

り
、
そ
の
前
提
な
し
に
改
築
は
行

う
べ
き
で
な
い
。

琴
丘
総
合
支
所
と
琴
丘
公

民
館
の
老
朽
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
琴
丘
総
合
支
所
に
つ

い
て
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お

ら
ず
、
そ
の
改
修
に
は
費
用
対
効

果
の
面
で
有
効
性
が
低
い
と
診
断

さ
れ
て
い
る
。

　

合
併
当
時
の
新
町
の
投
資
計
画

や
、
そ
の
後
の
総
合
計
画
な
ど
に

お
い
て
、
支
所
の
改
築
計
画
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
町
と
し
て

は
老
朽
化
し
た
危
険
な
建
物
を
早

く
整
理
し
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

安
心
・
安
全
を
保
障
す
る
地
域
の

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
将
来

的
に
は
本
所
方
式
を
と
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
が
、
現
段
階
で
は
ま

だ
機
が
熟
し
て
い
な
い
と
判
断
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
間
は

現
行
の
総
合
支
所
方
式
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

「
高
齢
者
の
参
加
と
い
き

が
い
づ
く
り
」
の
中
の
敬

老
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
敬
老

式
に
参
加
す
る
方
が
年
々
減
少
し

て
い
る
。
出
席
者
の
年
齢
、
記
念

品
等
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い

か
。

ご
案
内
は
、
７０
歳
、
８０
歳
、

９０
歳
、
９５
歳
、
１００
歳
以
上
、

金
婚
式
の
ご
夫
婦
に
行
っ
て
い

る
。
記
念
品
は
、
７０
歳
木
杯
、
８０

歳
鳩
杖
、
９０
、
９５
、
１００
歳
以
上
は

商
品
券
、
金
婚
式
へ
は
夫
婦
茶
碗

を
贈
呈
し
て
い
る
。
出
席
者
が
減

少
し
て
い
る
状
況
も
検
討
し
、
本

年
度
の
敬
老
式
ま
で
に
結
論
を
出

し
た
い
。
記
念
品
は
、
賛
否
両
論

あ
り
、
検
討
し
た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
日
常
生
活
の
調
査
を
し

た
が
、
５０
％
以
上
が
「
気
軽
に
行

け
る
場
所
が
必
要
」
と
答
え
た
。

町
内
に
は
い
つ
で
も
行
け
る
集
会

所
等
が
あ
る
。
高
齢
者
の
た
め
、

冬
期
間
だ
け
暖
房
用
の
灯
油
サ
ー

ビ
ス
は
で
き
な
い
か
。

町
で
は
平
成
２４
年
度
か
ら

自
治
会
の
交
付
金
を
統
一

す
る
。
趣
旨
は
わ
か
る
が
、
各
自

治
会
で
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長

後
藤

後
藤

町
長

町
長

町
長
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議会だより

一般質問

公
立
保
育
園
は
、
町
正
職

員
が
２２
人
、
臨
時
・
パ
ー

ト
職
員
が
３１
人
（
日
給
制
）
で
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
長
年
、
正
職

員
の
募
集
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

臨
時
職
員
は
不
安
な
状
態
で
勤
務

し
て
い
る
。
今
後
、
民
営
化
も
含

め
、
ど
の
よ
う
な
運
営
を
し
て
い

く
の
か
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

管
理
、
配
送
業
務
を
民
間
に
委
託

す
る
考
え
は
な
い
か
。

山
本
地
域
の
３
保
育
園
の

統
合
問
題
を
解
決
し
た
あ

と
、
民
営
化
す
る
か
ど
う
か
と
い

三
種
町
連
合
婦
人
会
の
運

営
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、

補
助
金
の
増
額
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

婦
人
会
活
動
に
対
し
て

は
、
今
後
も
引
き
続
き
側

面
か
ら
手
伝
い
を
し
て
い
く
。
新

年
度
か
ら
実
施
予
定
の
「
三
種
町

元
気
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
活
用

を
検
討
し
、
会
の
活
動
に
資
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
賀

堺
谷

町
長

町
長

行財政改革に向けて民間の活力を

平賀　　真
議員

う
話
題
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
こ
２
・
３
年
で
民
営
化
と

い
う
線
は
難
し
い
と
思
う
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託
は

全
県
で
４１
％
、
配
送
業
務
委
託
は

４３
％
と
な
っ
て
い
る
。
当
面
は
、

特
別
食
へ
の
対
応
や
食
材
の
地
場

産
の
活
用
を
考
慮
し
、
現
在
の
ま

ま
進
め
た
い
。
外
部
委
託
を
し
て

も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
は
期
待
で
き

な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
給

食
運
営
委
員
会
等
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

各
施
設
の
安
全
管
理
の
実

態
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。
災
害
時
の
避
難
誘
導
、
ケ
ガ

人
・
病
人
に
対
す
る
応
急
処
置
、

職
員
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
研
修

等
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

施
設
ご
と
に
防
火
管
理
者

を
定
め
、
消
防
計
画
を
作

成
し
て
い
る
。
災
害
時
の
避
難
誘

導
は
自
主
的
に
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
応
急
処
置
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
今
後
よ
く
検
討
し
て
い
く
。

　

救
急
救
命
講
習
は
、
文
化
・
体

育
施
設
全
職
員
を
対
象
に
行
い
、

緊
急
時
の
対
応
に
備
え
た
い
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
順
次
、
導
入
す
る
。

町
は
、「
地
域
森
林
計
画

の
第
５
条
に
よ
り
、
届
け

出
を
し
な
い
と
伐
採
で
き
な
い
所

が
金
岡
地
区
に
あ
る
」
と
、
平
成

２１
年
９
月
定
例
会
に
て
答
弁
し
て

い
る
。
現
在
も
こ
の
法
に
よ
っ
て

規
制
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の

か
。

森
林
法
第
５
条
に
基
づ
く

計
画
の
な
か
で
、
そ
の
よ

う
な
規
制
を
受
け
た
森
林
は
金
岡

地
区
に
は
な
い
。
三
種
町
で
は
塚

ノ
岱
に
1
箇
所
、
大
谷
地
に
２
箇

所
、
川
尻
に
２
箇
所
の
合
計
０
・

４３
ha
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
崩
壊

の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
限
っ
て

指
定
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

平
成
２１
年
９
月
定
例

会
で
答
弁
し
た
指
定

解
除
の
手
続
き
は
、
県
と
の
協
議

を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

現
在
、
県
及
び
地
権
者
と
打
ち

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
手
続
き
を

と
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
る
。

連合婦人会活動

三種町学校給食センター

三種町連合婦人会への補助金増額を

堺谷　房子
議員

町
内
各
施
設
の
安
全
管
理
は

万
全
か

森
林
法
第
５
条
に
よ
る

森
林
計
画
の
手
続
き
は

平
賀

町
長

堺
谷

町
長

農
林
課
長
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般
質
問

議会だより

一般質問

国
民
健
康
保
険
法
は
第
１

条
で
、
国
民
健
康
保
険
を

社
会
保
障
及
び
国
民
保
健
の
た
め

の
制
度
と
規
定
し
、
第
４
条
で
そ

の
運
営
責
任
は
国
に
あ
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
る
。

　

国
保
は
、
憲
法
第
２５
条
に
基
づ

く
社
会
保
障
制
度
で
あ
り
、
お
金

が
な
い
人
を
制
度
か
ら
排
除
す
る

の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。

　

当
町
と
し
て
も
住
民
福
祉
の
守

り
手
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
大

幅
な
繰
り
入
れ
を
行
い
、
税
の
値

下
げ
を
行
う
べ
き
だ
。

平
成
２４
年
度
当
初
予
算
に

一
般
会
計
か
ら
２
千
万
円

の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
幅
な
繰
り
入
れ
は
、
国
保
加

入
者
以
外
に
も
多
額
の
負
担
に
な

る
こ
と
か
ら
、
繰
入
額
と
受
益
者

負
担
で
あ
る
保
険
税
と
の
バ
ラ
ン

ス
や
収
支
の
状
況
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
適
正
な
繰
り
入
れ
基
準
を

決
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

平
成
２０
年
２
月
に
策
定
さ

れ
た
本
計
画
で
示
さ
れ
て

い
る
「
小
規
模
化
に
伴
う
教
育
条

件
の
低
下
」
に
対
す
る
所
感
は
。

　

ま
た
、「
小
学
校
は
旧
三
町
の

地
域
ご
と
に
一
校
に
」、「
中
学
校

は
２６
年
度
以
降
に
統
合
す
る
こ
と

が
適
切
で
あ
る
」と
し
て
い
る
が
、

今
後
の
方
針
は
。

伊
藤

加
藤

町
長

国保税の引き下げを

「学校再編整備計画」への対応は

伊藤　千作
議員

加藤彦次郎
議員

当
町
の
第
５
期
介
護
保
険

料
は
５
千
８８３
円
で
、
４
期

比
で
１
千
２７５
円
引
き
上
げ
に
な

る
。

　

介
護
保
険
給
付
費
の
増
加
分
を

高
齢
者
の
保
険
料
負
担
に
転
嫁
す

る
の
は
、
も
は
や
限
界
で
あ
る
。

　

千
葉
県
勝
浦
市
や
埼
玉
県
三
里

町
な
ど
、
保
険
料
の
値
上
げ
を
抑

え
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
い
る
。
当
町
も
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
、
負
担
軽
減
を
図

る
べ
き
だ
。

介
護
保
険
料
を
大
幅
に
引

き
上
げ
る
の
は
、
現
在
の

経
済
情
勢
を
考
え
る
と
忍
び
な
い

の
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
検
討
し
て
き
た
が
、
繰
り
入

れ
で
き
な
い
と
い
う
壁
が
あ
り
、

決
断
で
き
な
い
で
き
た
。

　

他
市
町
村
の
動
向
も
考
え
な
が

ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い

く
。

教
職
員
定
数
の
減
少
や
部

活
動
の
制
約
、
人
間
関
係

能
力
の
育
成
が
難
し
く
な
る
こ
と

な
ど
、
教
育
条
件
の
低
下
が
心
配

さ
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
管
理
運
営
費
の
効

率
化
と
い
う
面
か
ら
も
、
学
校
統

合
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
通
学
区
域
の
地
理

的
・
社
会
的
背
景
な
ど
も
十
分
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
学
校
統

合
に
つ
い
て
は
本
計
画
を
基
に
し

つ
つ
も
、
２６
年
度
以
降
と
い
う
年

次
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
の
意

見
を
最
大
限
尊
重
し
な
が
ら
進
め

る
。

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

伊
藤

町
長

町
長

Ｈ２３年度　三種町の児童数

Ｈ２４年度からＨ２９年度までの小学校新入学児童予定数

Ｈ２４年２月１日現在（単位：人）

小学校 琴丘 金岡 森岳 下岩川 山本計 湖北 浜口 八竜計 計
６ 年 40 21 19 14 54 23 31 54 148 
５ 年 33 15 17 10 42 39 23 62 137 
４ 年 39 13 27 7 47 28 20 48 134 
３ 年 31 15 15 9 39 26 32 58 128 
２ 年 32 10 15 5 30 27 13 40 102 
１ 年 31 9 15 7 31 25 16 41 103 

計 206 83 108 52 243 168 135 303 752 

Ｈ２４ 32 15 12 7 34 20 17 37 103 
Ｈ２５ 31 16 19 9 44 26 12 38 113 
Ｈ２６ 34 12 15 5 32 25 13 38 104 
Ｈ２７ 29 8 9 4 21 18 18 36 86 
Ｈ２８ 14 13 16 3 32 22 14 36 82 
Ｈ２９ 22 9 19 4 32 24 10 34 88 

計 162 73 90 32 195 135 84 219 576 
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一般質問・自治功労表彰

町
内
環
境
の
安
全
確
認
の

た
め
、
学
校
施
設
、
公
共

施
設
等
で
放
射
線
量
を
測
定
す
る

計
画
は
あ
る
か
。

当
町
の
安
全
性
を
確
認
す

る
た
め
に
、
役
場
、
各
総

合
支
所
、学
校
等
の
公
共
施
設
や
、

ゆ
う
ぱ
る
、
ゆ
め
ろ
ん
な
ど
の
観

光
施
設
周
辺
に
お
い
て
、
空
間
放

射
線
量
の
測
定
を
定
期
的
に
実
施

し
、
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
安
全
・
安

心
の
た
め
、
給
食
に
使
用
す
る
食

材
の
放
射
線
検
査
を
月
２
回
の
割

合
で
実
施
す
る
。
保
育
園
や
幼
稚

園
も
同
様
に
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

秋
田
県
で
は
、
乳
幼
児
医

療
費
の
助
成
対
象
を
小
学

校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
方
針
だ

大
澤

町
長

町内公共施設の放射線量測定を

大澤　和雄
議員

が
、
当
町
で
は
県
の
対
応
と
合
わ

せ
て
対
象
年
齢
を
ど
こ
ま
で
拡
大

す
る
の
か
伺
い
た
い
。

当
町
で
は
、
秋
田
県
の
助

成
制
度
以
上
に
医
療
機
関

窓
口
で
の
一
部
負
担
金
や
所
得
制

限
を
な
く
し
、
少
子
化
対
策
の
重

点
施
策
と
し
て
対
象
範
囲
の
拡
大

を
進
め
て
き
た
。

　

平
成
２４
年
度
に
お
い
て
は
、
秋

田
県
が
予
定
し
て
い
る
小
学
６
年

生
ま
で
か
ら
、
さ
ら
に
中
学
３
年

生
ま
で
拡
大
し
、
当
町
に
住
む
子

ど
も
の
全
て
が
同
様
の
医
療
費
助

成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
１
千
円

ま
で
と
な
っ
て
い
る
自
己
負
担
や

所
得
制
限
も
な
く
す
る
方
針
で
あ

る
。
入
院
費
に
つ
い
て
も
こ
の
補

助
対
象
と
な
る
。
実
施
時
期
は
県

の
制
度
と
連
動
す
る
こ
と
か
ら
、

８
月
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

平
成
２４
年
２
月
２４
日
、
平
賀
真
議

員
、
三
浦
敦
議
員
が
、
町
村
議
会
議

員
と
し
て
１５
年
以
上
在
職
し
、
地
域

の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ

り
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
藤
千
作
議
員
、
近
藤
一

彦
議
員
、
金
子
芳
継
議
員
、
袴
田
隆

議
員
（
在
職
２３
年
以
上
）
が
、
議
会

制
度
の
高
揚
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
さ
ら
に

安
藤
賢
藏
議
員
、
工
藤
秀
明
議
員
、

堺
谷
房
子
議
員
、
宮
田
幹
保
議
員
、

児
玉
重
吉
議
員
（
在
職
１１
年
以
上
）

が
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
に
よ
り
、
秋
田
県
町
村
議

会
議
長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

上段左より　児玉重吉　 安藤賢藏　 近藤一彦　 堺谷房子

　　　　　　袴田　隆　 伊藤千作　 金子芳継

下段左より　工藤秀明　 平賀　真　 三浦　敦　 宮田幹保

自治功労で表彰

乳
幼
児
医
療
費
の
拡
大

対
象
は

大
澤

町
長

中学生まで医療費が無料に
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所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

【
調
査
の
日
】

　

平
成
２４
年
２
月
１
日
（
水
）

【
調
査
内
容
】

●
平
成
２３
年
度
の
町
税
未
納
・
滞
納
状
況
と
収
納
対
策

事
務
に
お
け
る
執
行
に
つ
い
て

【
意　

見
】

　

平
成
２３
年
度
の
町
税
収
納
状
況
は
、
所
管
事
務
調
査

時
点
で
は
昨
年
度
と
同
等
の
収
納
率
で
推
移
し
て
い

た
。

　

収
納
対
策
事
務
は
、
未
納
者
へ
の
督
促
状
及
び
催
告

書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個
別
夜
間
訪
問
、
毎
月
月
末

に
行
っ
て
い
る
時
間
外
納
付
窓
口
（
１７
時
１５
分
〜
１９
時

００
分
）
な
ど
で
確
実
な
納
付
を
促
し
て
お
り
、
新
た
な

未
納
・
滞
納
者
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
配
慮
も
さ
れ
て

い
る
。

　

近
年
は
納
税
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
口
座
引
き
落

と
し
を
推
進
し
て
い
る
が
、
逆
に
滞
納
者
を
生
み
出
す

一
因
と
も
な
っ
て
お
り
、
制
度
と
の
関
係
も
あ
る
が
、

当
局
は
一
考
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

納
付
能
力
が
あ
り
な
が
ら
の
滞
納
、
納
付
誓
約
不
履

行
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
悪
質
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
県
滞

納
整
理
機
構
へ
の
引
き
継
ぎ
や
預
貯
金
調
査
・
給
与
調

査
な
ど
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
を
執
行
し
て
あ
る
程
度

の
実
績
は
あ
る
。
し
か
し
、
県
滞
納
整
理
機
構
へ
の
引

き
継
ぎ
は
職
員
を
派
遣
し
て
い
な
い
場
合
、
年
間
８
件

請　　願

件　　　　名 請  願  者　  氏  名 紹介議員 審査委員会 結　果

米の先物取引試験上場の中止を
求める請願

秋田県米価対策共闘会議
　議長　佐藤　長右衛門

伊藤　千作
大澤　和雄 産業建設常任委員会 趣旨採択

ＴＰＰ交渉参加に向けた協議の
中止を求める請願

農民運動秋田県連合会
　委員長　佐藤　長右衛門

伊藤　千作
大澤　和雄 産業建設常任委員会 採　　択

請請請請請請請請願願願願願願願願 陳陳陳陳陳陳陳陳情情情情情情情情 審審審審審審審審査査査査査査査査報報報報報報報報告告告告告告告告

●専決処分の承認

・平成23年度一般会計補正予算１件

●工事請負契約の一部変更

・契 約 名　小町房住線道路改良工事（７工区）
・変更部分（契約金額）
　1億93万8,600円⇨1億328万3,250円

承認

原案
可決

原案
可決

●工事請負契約の一部変更

・契 約 名　三種町光通信網整備工事
・変更部分（契約金額）
　　1億9,456万5千円⇨1億8,459万円

●工事請負契約の一部変更

・契 約 名　森岳小学校校舎大規模補修工事
・変更部分（契約金額・契約相手方）
　　6,898万5千円⇨7,128万5,550円
　　成田建設株式会社　代表取締役　成田　保
　　⇨成田建設株式会社本店　本店長　大和公彦

原案
可決

〜
総
務
常
任
委
員
会
〜
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ま
で
と
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村
の
動
向
を

把
握
し
、
適
宜
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

滞
納
者
の
中
に
は
生
活
困
窮
の
た
め
、
や
む
な
く
滞

納
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
高
額
滞
納
者
も
含
む
悪
質
滞
納
者
へ
は
、
滞
納
が

町
の
財
政
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
と
、
納
税
者
間

に
不
公
平
感
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い
た

だ
き
、
誓
約
書
の
確
実
な
履
行
、
納
税
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
そ
れ
で
も
応
じ
な
い
場
合
に
は
毅
然
と
し
た
態

度
で
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　

収
納
対
策
室
は
、
完
納
を
目
指
し
て
日
頃
か
ら
鋭
意

努
力
を
し
て
い
る
が
、
納
税
者
の
公
平
性
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
滞
納
者
に
は
条
例
等
に
定
め
る
規

定
に
よ
っ
て
粛
々
と
対
応
し
、
収
納
率
の
向
上
と
収
入

未
済
額
の
減
少
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

陳　　情

件　　　　名 陳  情  者　  氏  名 審査委員会 結　果

能代山本医師会病院増改築事業の助成に
かかる陳情書

社団法人能代市山本郡医師会
　会長　山須田　健 教育民生常任委員会 採　　択

年金受給資格期間25年を10年に短縮する
ことを求める陳情

全日本年金者組合秋田県本部
　能代山本支部　執行委員長　関　隆二 教育民生常任委員会 不 採 択

学校薬剤師報酬改善に関する陳情書

秋田県学校薬剤師会
　会長　佐々木　吉幸
秋田県学校薬剤師会
　能代山本支部　支部長　山田　克徳

総 務 常 任 委 員 会 採　　択

最低賃金の大幅引き上げと、中小零細企
業支援の拡充を求める陳情書

秋田県春闘共闘懇談会
　代表委員　中村　秀也
秋田県労働組合総連合
　議長　佐々木　章

総 務 常 任 委 員 会 採　　択

住民の安全・安心を支える公務・公共サー
ビスの体制・機能の充実を求める陳情書

秋田県春闘共闘懇談会
　代表委員　中村　秀也
秋田県労働組合総連合
　議長　佐々木　章
秋田県国家公務関連労働組合共闘会議
　議長　藤田　哲也

総 務 常 任 委 員 会 採　　択

子ども・子育て新システムの導入に反対
し、現行保育制度の拡充を求める意見書
提出を求める陳情書

日本自治体労働組合連合秋田県本部
　中央執行委員長　星野　博之 教育民生常任委員会 採　　択

公的年金の「特例水準解消・2.5％引き
下げ」に反対する意見書の提出を求める
陳情

全日本年金者組合秋田県本部
　能代山本支部　執行委員長　関　隆二 教育民生常任委員会 採　　択

真剣な収納対策調査
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議会だより

三種の星・人事異動・編集後記

印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷
山
本
営
業
所　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
５
）
８
３
―
５
１
２
０　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
５
）
８
３
―
５
１
２
１

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
記
録
は
昨

年
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
順
位
は
５

位
に
終
わ
り
、
と
て
も
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。

　

山
口
国
体
で
は
大
会
２
週
間
前
に

自
己
記
録
を
更
新
し
、
と
て
も
良
い

状
態
で
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
体
調
も
良
く
、
程
良
い
緊
張

も
あ
り
、
自
分
と
し
て
は
、
最
高
の

状
態
で
試
技
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
結
果
、
ス
ナ
ッ
チ
で
は
最
後

の
３
本
目
を
挙
げ
て
、逆
転
で
優
勝
。

ジ
ャ
ー
ク
と
ト
ー
タ
ル
で
も
３
位
に

入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
が
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を

知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
同
じ
中
学
校

出
身
の
先
輩
が
全
国
大
会
で
優
勝
し

た
こ
と
で
し
た
。
ま
た
学
年
が
一
つ

上
の
同
じ
柔
道
部
の
先
輩
も
活
躍

し
、
自
分
も
筋
力
に
自
信
が
あ
っ
た

の
で
、
是
非
や
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

練
習
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
で
す

が
、
記
録
が
伸
び
て
い
く
の
が
う
れ

し
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
時
の
沖
縄
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
、
幸
運
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ス
ナ
ッ
チ
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
続
く
千
葉
国
体

で
も
順
位
は
３
位
で
し
た
が
、
最
後

ま
で
優
勝
争
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
良
い
シ
ー
ズ
ン
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
は
記
録
が
あ
ま

り
伸
び
ず
、
北
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　

私
が
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、

一
生
懸
命
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

監
督
、
コ
ー
チ
、
一
緒
に
練
習
を
し

た
仲
間
達
、そ
し
て
い
つ
も
励
ま
し
、

支
え
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
大
学
に
進
学
し
、
競
技

を
続
け
ま
す
。
大
学
で
も
良
い
結
果

を
残
せ
る
よ
う
日
々
の
練
習
に
励

み
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
で
す
。

　

桜
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
現

在
の
広
報
委
員
で
の「
議
会
だ
よ
り
」

発
行
は
今
号
で
８
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、

よ
り
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
誌
面

づ
く
り
に
す
る
た
め
に
、
表
紙
の
タ

イ
ト
ル
、
原
稿
の
掲
載
方
法
、
レ
イ

ア
ウ
ト
な
ど
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

特
に
大
き
く
変
更
し
た
点
は
、
こ

れ
ま
で
１
人
１
枚
だ
っ
た
一
般
質
問

欄
を
半
ペ
ー
ジ
に
し
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
質
問
者

の
意
図
、当
局
の
考
え
を
「
ギ
ュ
ッ
」

と
詰
め
込
み
、
よ
り
簡
潔
で
分
か
り

や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
ご
意
見
・
ご

要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
今
後
の

編
集
作
業
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

身
近
な
「
議
会
だ
よ
り
」
と
な
る
よ

う
、
編
集
作
業
に
あ
た
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　

広
子　

記

編
集
後
記

小
お さ な い

山 内　 　健
けん

金沢学院大学

（山本中出身）

写真提供：北羽新報社

★
★
★
★

★
★★
★★

★★★★★★★★

★
★
★
★

局　
　

長　

桧　

森　

定　

勝

（
農
林
課
参
事
よ
り
）

主　
　

査　

近　

藤　

政　

人

（
町
民
生
活
課
消
防
防
災
係
よ
り
）

主
管
兼
局
長

桜　

田　

悦　

郎

（
定
年
退
職
）

主　
　

査　

大　

村　

和　

人

（
町
民
生
活
課
町
民
係
へ
）

人事異動
（平成２４年４月１日付け）


